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所属会派： 市民ネット．宝塚」「
◎近石 武夫 江見 健太郎
小山 哲史 杉本 和子
多田 浩一郎 寺本 早苗
北野 聡子

所属委員会
○常任委員会： 文教厚生常任委員会」「
・健康福祉部及び教育委員会の所管に関
する事項

○特別委員会： 子育て・教育・高齢社会問「
題調査特別委員会」

・高齢者問題、少子化問題及び障害者問
題に関すること

・介護保険に関すること
・学校教育に関すること

審議会等
○「人権審議会」
○「幼稚園教育審議会」

活動報告（抜粋）
(日)市議会議員選挙投票日4/27
(月)市役所で当選証書授与式4/28
(水)議員初総会4/30

会派決定「市民ネット．宝塚」へ所属

(火)臨時議会「役員選挙」5/13
(金)新議員研修会5/16
(水)本会議「市長施政方針演説」5/21
(木)～ (金) 本会議「各会派代表質問」6/5 6
(月)～ (水) 本会議「一般質問」6/9 11
(金)文教厚生常任委員会6/13
(月) 本会議6/16
(火)幼稚園教育審議会6/24
(金)本会議6/27

この間、さまざまな学習会に参加したり、関係

団体の会議等に出席しました。

北野さと子の市政レポート

みなさまの温かいご支援によっ

て、宝塚市議会議員に初当選する

ことができました。

北野さと子に市政への望みを託し

てくださった３７３０人のみなさ

、 、まの思いを しっかりと胸に刻み

市政に責任をもてる政治家として

精一杯がんばります。

本当にありがとうございました。



■「新」学習指導要領のねらいと教育改革
「新」学習指導要領は、児童・生徒に「生き

る力」を育むことをめざしています。宝塚市で

現在進められている教育改革の具体的な取り組

みについてお伺いします。

■現在の宝塚市の教育課題
信頼される学校教育の確立 のためには 児「 」 、「

童・生徒の学習指導と支援」を充実させること

と「児童・生徒の生活と心の理解とケア」が、

必要不可欠ではないでしょうか。さらに、学校

・家庭・地域社会の連携・協力の促進が望まれ

ます。当局としてはどうとらえておられるので

しょうか？

■「新学習システム」の成果と課題
ゆきとどいた教育を推進するための新学習シ

ステムの成果と課題についてお聞きすると同時

に、推進教員の増員やさらなる拡大と充実をお

願いいたします。

「障害」を持つ子どもが、地域の子ども■

と同じ地域の学校で育ちあうインクリュ

ージョン教育のための支援制度の実態

「障害」をもつ子どもたち、さまざまなハン

ディをもつ子どもたち、弱い立場の子どもたち

・・・・いわゆる、すべてのハイリスクの子ど

もたちが、学校教育のあらゆる場面・分野にお

いて、参加する当然の権利を、受け入れられて

いない現実に、きちんと対処することが求めら

れていると思います。とりわけ、課題解決のた

めの人的支援が最も必要なのです。この点につ

いて、いかがでしょうか。

■子ども支援サポーター
心のケアを必要としている児童・生徒の増加

に伴う「子ども支援サポーター配置事業」のさ

らなる拡大・充実をお願いいたします。

１．教育行政の推進について

２．宝塚市の医療体制について

教育はトップダウンではなく。ボトムアップで
おこなわれなければなりません。宝塚市の現在
の教育課題に視点をおき、宝塚の子ども達の心
に届く教育改革に取り組んでいただきますよう
お願いいたします。
当面の教育課題について、もう一点大切な観

。 、点は教職員の健康の問題です 特に中学校では

生徒のさまざまな状況に対処するべく、教職員
は、早朝から夜間休日も、それこそ健康を犠牲
にして奮闘しています。そのような過度の超過
勤務の実態を把握しておられるでしょうか。病
気やメンタルヘルスケアを必要とする教職員の

数は年々増加しているようですが、その原因や
実態についてどうとらえておられますか。
子ども達はどうやって自分が中学校という社

会のなかで生きていく方向を見つけるのか悩ん
で苦しんでいます。教職員も責任を痛感し、保
護者も地域の人達も中学校を取り巻く色々な場
所で悩んでいます。早急な解決に向けての多面
的な対策をお願いします。

〈教育長答弁〉

・学習指導の充実と児童等の内面理解の深

化に努める。
・地域と家庭との連携強化を図る。

・学校管理運営体制づくり等の研究にさら
に努める。

〈学校教育部長答弁〉

スクールカウンセラーの配置や生徒や
教職員の声を聞く場を設定する。

〈教育長答弁〉

個別指導、寄り添い、別室登校等を行っ
ている。支援の充実に努める。

宝塚市立病院の、職員の退職実態と、職■

員へのメンタルヘルスケアについて

研修制度や計画・福利厚生制度を含めて説明

していただきたいと思います。

看護職員の退職理由の多くが、結婚・育児と

なっているようですが、男女共同参画社会の実

現をめざす宝塚市として、女性が働き続けられ

る環境づくりが急務ではないでしょうか？経

験豊かな看護職員が多いということは、宝塚

市立病院の医療や看護の質の向上にもつなが

ります。今後、育児休暇取得状況や保育所入

所実態調査などもおこなっていただきますよ

うに要望いたします。



■学校園におけるジェンダーフリー教育（男

女平等教育）の現状と課題

教職員用の啓発資料「自分らしく生きる」の

活用状況はいかがでしょうか。性別名簿などに象

徴される、学校内での差別は残っていないでしょ

うか。授業で使える「副読本」をつくってほしい

との強い要望もでておりますので、その点もあわ

せてお伺いします。

学校園教育と男女共同参画センターとの連携を

はかることができれば、センターの事業の幅も広

がりますし、子どもたちの学習や教職員研修の深

まりも望めるのではないかと思います。

３．男女共同参画社会の実現について

４．福祉行政について
■子育て支援制度
子を持つ家庭はさまざまな課題を抱えて悩んで

いるのではないでしょうか ・・・育児放棄・虐。

躾以待なども決してよそごとではありません 「。

」という微妙な状況の中におかれて上 虐待未満

いる子どももいるのです。いわゆる「子育て困難

な家庭」に対してきめ細やかなケアが必要である

と考えますが、いかがでしょうか。

地域社会が子どもたちの成長を見守り育む力を

備えることは最優先の課題です。教育委員会と福

祉のつながりをさらに深め、児童虐待ネットワー

ク会議の充実と、主任児童委員を子育て支援サポ

ーターとして活用するなどの、幅広い人材確保を

求めていく必要があると考えます。

■勤労福祉会館の閉館後の「勤労者のため

の研修・交流の場所の確保」

末広市民活動施設は文化的活動の場としては

いいのですが、今までに勤労福祉会館で行われ

ていた、５０人・１００人・２００人規模の研

修会などの場所としては対応できません。ぜひ

とも、勤労者のための研修の場の確保をお願い

したいと思います。

文教厚生常任委員会報告
月 日（金 「文教厚生常任委員会」6 13 ）

①請願第１号 「豊かな教育を実現するための義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願」

②請願第６号 「宝塚市の保育の拡充を求める請願」 について審議。

月 日（金 「本会議」6 27 ）

①請願第１号は賛成多数で採択 →全員一致で意見書提出へ

（内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣宛）

②請願第６号は全員一致で採択

③就学援助制度に関する意見書（内容：就学援助の予算は、事業費ベースの２分の１を確保する

こと）を以下に提出することを採択

→内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、衆議院議長、参議院議長宛

〈教育長答弁〉

、 。現在 各学校園とも男女混合名簿を採用

〈市長答弁〉

育児への不安等の解消に向けての支援だ
けではなく、子育ての知識やエンパワーメ

ントを活性化する方策が必要と考える。



今後の予定
■幼稚園教育審議会… 月に数回7,8
■ (火)～ 日(木)7/22 24
文教厚生常任委員会行政視察

・東京都文京区

（障害児の教育ニーズに応じた教

育課程のあり方）

・福島市

（不登校対策）

・秋田市

（第一子保育料無料等子育て支援

策）

（中高一貫教育）

■ (火)7/29
子育て・教育・高齢社会問題調査

特別委員会

■ (土)～ (日)8/2 3
民主党女性議員ネットワーク会議

■ (日)～ (月)8/3 4
民主党地方自治体議員フォーラム

■ (火)～ (木)9/2 18
９月定例市議会

活動トピックス

◆６月２８日（土）

サンビオラ「あき床ギャラリー」で行われた

〈バングラデシュフェア〉に参加しました。

・サンビオラの「あき床」を生かすためどんどん

市民で活用していきましょう。

・ちなみに、私はバングラデシュの子どもの里親

になっています。

〈発行人〉 北野 さと子
〈連絡先〉

665-0034 12-27-209〒 宝塚市小林２丁目
０７９７－７３－４５５６Tel&Fax

お願い

私は、９／２～５の本会議で一

般質問する予定です。

ぜひ傍聴にお越しください。 詳

しい日程は、議会事務局（７１－

１１４１）までお問い合わせくだ

さい。

また、市政に関するご意見・ご

要望もお寄せください。

あなたの優しさ忘れません・・・

１９７５年から２００２年１２月までの約２８年間、
小浜小を皮切りに逆瀬台・末広

・宝塚第一・安倉北小でお世話

になりました。在職中そして退
職後もたくさんの出会いが私を

ゆたかにしてくれました。温か
い心や勇気を・・・本当にあり

がとうございました。
新しい道を私は私らしく誠実

に歩んでいきます。これからも

どうぞよろしくお願いします。

２００３年初夏


